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I. 緒 言








































    また耐寒性検定試験は根釧農業試験場の林拓・藤井弘毅・山川政明・佐藤尚親・牧野司・澤田
嘉昭の各氏により、耐雪性特性検定は新潟県農業総合研究所作物研究センターの服部誠・田村良
浩の各氏により行われた。
    以下、農業研究センターを農研、農業試験場を農試、畜産試験場を畜試、農業総合研究所を農
総研と略記する。





    北海道全域を対象として、越冬性、永続性および収量性に優れ、現在の品種よりさらに寒地適
応性の高い品種を育成する。
2. 育種方法






















    同時に育成した「北海1号」～「北海4号」の4系統を供試した。「ハルワカバ」は「北海3号」
にあたる。標準品種は「マキワカバ」で、比較品種には「ヒサワカバ」を用いた。
2) 系統適応性検定試験
    第1表に系統適応性検定試験実施場所と試験設計の概要を示した。いずれも1999年の春播き
で、2002年までの4年間試験を実施した。
3) 特性検定試験





























    「ハルワカバ」の萌芽の良否（第9表）、越冬性（第10表）および春の草勢（第11表）は、
「マキワカバ」および「ヒサワカバ」に比べ優れ、特に3年目以降でその傾向が顕著であった。
(4) 発芽および定着時草勢


























    「ハルワカバ」の草丈は、「マキワカバ」、「ヒサワカバ」より低く、特に２番草および３番
草においてその傾向が明らかであった（第20表）。
(10) 耐寒性






























    「ハルワカバ」の特徴のひとつは秋の草勢がやや劣り（表13）、草型が開張型で（表14）、雑
色花の割合が多く（表12）、側根が発達する（写真2）など、生育型が今までの北海道奨励品種
よりも寒地適応型の特性を示すことである。
















バ」はIV群に属すると推定される。     北米ではNorth American Alfalfa Improvement
Conference（NAAIC)が採用している11の標準品種を用いたFall Dormancy Rating（1：休眠性極
強～11：休眠性極弱）が広く行われている。
    廣井ら(2005)は北海道奨励品種の秋季休眠性をNAAICの方法で評価し、「ヒサワカバ」が5.7、
「5444」が4.8、「マキワカバ」が4.5であるのに対して「ハルワカバ」は「Vernal」と同じ2.3で
あり、秋の休眠性が「マキワカバ」より約2ポイント大きいことを示している。















































    「ハルワカバ」の特徴は、多収で、永続性に優れていることである。特に播種後３年目以降に
その能力を発揮する。バーティシリウム萎凋病に抵抗性であり、そばかす病に対する抵抗性は
「マキワカバ」と同等の強である。草型が開張型であるため、倒伏程度はやや大きいが、機械刈
りによる収穫ロスの増加はない。     生育的特性は「マキワカバ」に比べ越冬性、萌芽、春の草勢
に優れ、休眠が早いため秋の草勢はやや劣る。花色は黄色が混じるなど雑色程度が高く、開花は
「マキワカバ」と同等の早生である。
    採種性は「マキワカバ」と同等で、混播適性は「マキワカバ」および「ヒサワカバ」と同程度
である。飼料成分は「マキワカバ」および「ヒサワカバ」と同程度である。
    適地は北海道全域で、普及見込み面積は7500haである。栽培に当たっては、やや開張型であ
るため適期刈りに努め、アルファルファ栽培の基本を守る。
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Breeding of 'Haruwakaba' Alfalfa and Its Characteristics
Kiyosada HIROI,Mitsuru GAU,Sachiko ISOBE,
Hidekazu YAMAGUCHI,Kazuhiro UCHIYAMA,and Akira SAWAI
Summary
    'Haruwakaba',a new variety of alfalfa (Medicago sativa L.),was developed at National
Agricultural Research Center for Hokkaido Region and registered as'Norin 8'by Ministry of
Agriculture,Forestry and Fishery(MAFF) in2003.
    'Haruwakaba'was bred from 48 plants by one cycle of mass selection from 480 plants of
thebreeding line'Tsukikei 2'.The dry matter yield of'Haruwakaba'was 5% higher than that of a
standard cultivar'Makiwa-kaba'in Hokkaido.Persistency of'Haruwkaba'was better than that
of'Makiwakaba'and'H-isawakaba',especially in the 3rd and 4th harvest years.'Haruwakaba'is
resistant to Verticilium wilt and its rate of wilt-resistant plants exceeded 60%.
    'Haruwakaba'is similar in resistance to common leaf spot to'Makiwakaba'. Plant type
of'Haruwakaba was spread type and'Haruwakaba'was less tolerant to lodging
than'Makiwakaba'.
    'Haruwakaba'had better winter hardiness,better sprouting and better plant vigor in spring
than'Makiwaka'.'Haruwakaba'is more dormant than'Makiwaka'and plant vigor
of'Haruwakaba'in autumn is lower than that of'Makiwakaba'.
    'Haruwakaba'includes plants with variagated flower color and blooms as early
as'Makiwakaba'.It belongs to early maturing group of cultivars.
    'Haruwakaba'was similar in seed yield and chemical composition to'Makiwakaba'.
    'Haruwakaba'is recommended for cultivation in the whole region of Hokkaido.
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